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器 09 医療用エックス線装置及び医療用エックス線装置用エックス線管 

一般医療機器 手動式 X 線フィルムカセッテ JMDN35437000 

手動式Ｘ線フィルムカセッテ 
（Min－R カセッテ、Min－R2 カセッテ） 

 

 

【形状、構造及び原理等】 

表板、クッション材、裏板､Ｘ線増感紙により構成されています。 

 

【使用目的又は効果】 

マンモグラフィー撮影に使用するもので､画像診断装置、フィルムフォー

マット、又はフィルム現像装置への移動や挿入で室内灯に露光しないよ

うにＸ線フィルムを遮蔽するために使用する用具をいう。一般に特定の

画像装置や画像フォーマッティングユニットと使用するよう設計されてお

り、金属又はプラスチック製ハウジングと金属又はプラスチック製着脱式

インサートで構成されている。Ｘ線増感紙がカセッテに組み込まれてい

る。 

 

【使用方法等】 

1. 暗室内でカセッテに未撮影のＸ線フィルムを装填します。 

2. マンモグラフィー撮影を実施します。 

3. 撮影済みのＸ線フィルムを暗室内でカセッテから取り出し、Ｘ線フィ

ルムを自動現像機等にて処理します。 

詳細な使用方法は、取扱説明書を参照してください。 

 

【使用上の注意】 

1. カセッテは水等がかからない場所で使用すること。 

2. カセッテにフィルムを装填するとき、カセッテからフィルムがはみ出さ

ないようにすること｡また､フィルム乳剤面と増感紙の蛍光面とを合わ

せて装填すること。 

3. フィルムの装填や取り出し時に、Ｘ線増感紙の蛍光面やカセッテ内

部の部品を損傷したり、汚したりすることのないように注意すること。 

4. カセッテにフィルムを装填する場合、異物が混入しないよう注意する

こと｡ 

5. カセッテは落下させたり、強い衝撃を与えると変形・破損することが

ありますので丁寧に取扱うこと。 

6. 増感紙表面に汚れ、ごみ等が付着した場合は清掃すること。 

増感紙表面を清掃する時は、Min-R 増感紙専用クリーナーを用い

て次のようにクリーニングすること。 

①糸屑のでない拭き布に Min-R 増感紙専用クリーナーを少しつけ、

増感紙を優しく拭くこと。クリーナーの量を増やせば、増感紙がよ

りきれいになるわけではありません。乾燥時間が長くなり、増感紙

にしみがつく可能性があります｡ 

・外科用ガーゼのような研磨布はさけること。 

・増感紙を強く押したり、こすったりするのはさけること。 

・増感紙やカセッテに、クリーナーを直接かけるのはさけること。 

・拭き布を湿らす程度の分量のクリーナーを使用すること。 

② 増感紙のラベル（カセッテの識別番号がついたラベル等）はその

まわりをクリーニングすること。 

③ 増感紙を乾燥させるために布で拭かないこと。増感紙クリーナー

の効果が十分に発揮されるように増感紙の表面を自然乾燥させ

ること。 

④ 湿らせた布で、①と同様にカセッテの内側や端をクリーニングす

ること。 

⑤ カセッテの端を下にして立てて乾かすこと。増感紙とカセッテは、

完全に自然乾燥させてから使用すること。湿っている増感紙に

フィルムを装填すると、フィルムが損傷したり、増感紙にしみがつ 

く場合があります。 

 ⑥ 通常のクリーニングの合間に、らくだのブラシでカセッテや増感 

  紙の表面についた汚れやほこりを落とすこと。ブラシを使う際は、

増感紙の表面に画質の品質を低下するようなキズをつけないよう

注意すること。 

7. Ｘ線増感紙はよく乾いた状態で使用すること。 

 

 

8. カセッテの増感紙以外の表面のクリーニングは、以下のいずれかの

薬品を用いて行うこと。これ以外の薬品の使用は避けること｡ 

①薄めた石鹸水（但し、蛍光剤を含む石鹸や洗浄剤は、増感紙の

発光に影響を与える恐れがあるので使用しないこと） 

②イソプロピルアルコール（頻繁に使用しないこと） 

③変性エチルアルコール 
9. Ｘ線増感紙に折れやキズが発生したり、変色が生じたりした場合は、

新品のＸ線増感紙に交換すること。 

詳細な使用上の注意は、取扱説明書を参照してください。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1. 保管条件 

直射日光が当たる場所、強い紫外線が当たる場所、各種放射線が

あたる場所、高温高湿やほこりの多い場所は避けて保管してくださ

い。 

2. 有効期間 

有効期間（使用期限）は、適切なクリーニングを行った上で、キズ、

折れ、変形、汚れ、変色や感度低下、密着性、遮光性の低下、外部

の損傷等により、診断画像の画質の劣化をきたすまでとし、このよう

な場合には、新品と交換してください。 

 

【保守点検に係る事項】 

1. カセッテ／増感紙の使用・保守の管理責任は使用者側にあります。 

2. 使用者による日常及び定期点検を必ず行ってください。特に下記

項目の点検を実施してください。 

①密着性 

②遮光性 

③外部の損傷の程度確認 

④増感紙のキズ、折れ、汚れ、変色 

3. 機器の廃棄 

カセッテ／Ｘ線増感紙を廃棄する場合は産業廃棄物となります。必

ず地方自治体の条例・規則に従い、許可を得た産業廃棄物処分業

者に廃棄を依頼すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者等の氏名又は名称等】 

製造販売業者名：ケアストリームヘルス株式会社 

電 話：03-5646-2500（代） 
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